
環境にイイこと、プラス。 食品廃棄物リサイクルシステム

リサイクルループを構成するパートナーシップ
　私達がそれぞれの役割を果たすことによって、リサイク
ルの環が完成します。食品をムダにせずに、ゴミも減ら
すことができる、地球にやさしいライフスタイルです。「安
全安心で新鮮、そしておいしい」、作った人の顔が見え
る農産物をお客様にお届けすることが、ユニーの役目と
考えています。

各地区に拡大する食品リサイクルループ

リサイクルループを構築するために
　店舗の所在地で「地域循環型食品リサイクルループ」を構築し、地域の
再生利用事業者や農業生産者とパートナーシップを図っていくことがユニー
の方針です。パートナーを探すために、紹介者（もしくはコーディネーター）
が必要になります。パートナーシップで最も重要な要素は、お互いの食品リ
サイクルに対するポリシーが合っていることです。

食品リサイクルループの環
　ユニーは食品リサイクル法を遵守し、自社から排出される食
品廃棄物の再資源化を推進していく上で、再生利用事業者（堆
肥や飼料を製造する事業者）・農業生産者とパートナーシップ
を組み、リサイクルループを構築することを目標にしています。
　また、リサイクルループで生産された農畜産物は、安全安心、
新鮮で美味しく、消費者に喜んで買っていただける品質を確保
していくことを目指しています。

ユニーの循環型リサイクル（乾燥食品残さ・大根のツマ）

ブライトピック・プリマハム・山崎製パン［千葉県］

中部有機リサイクル・PBブランド豚［愛知県・岐阜県］ 京都有機質資源・鶏卵［京都府］

　2000年からユニーの店舗に食品残さ乾燥機を導入し、乾燥
した食品残さを堆肥製造事業者に販売し、堆肥の原料にしてい
ます。この堆肥を使って栽培した大根で「刺身のツマ」を作って、
店舗で使用しています。2000年から2008年までに食品残さ乾
燥機を新規開店店舗に導入してきましたが、2007年に食品リ
サイクルループが再生利用事業計画に認定されたことで地域循
環型農業を推進する方針とし、乾燥機の新規導入は中止しまし
た。現在では6店舗で継続しています。

●調理クズ・魚アラ・売れ残り・残
飯などから異物を排除し分別、計
量する

　・分別マニュアルの作成
　・従業員・テナントへの教育の徹底

●食品循環資源の品質を確保するた
めに、適正に保管する

　・廃棄物庫の整備（清掃・冷蔵施設）
　・保管容器の整備（分別容器・洗浄）

●品質の高い再生製品（堆肥・飼
料）を製造する

　原料である食品循環資源・製造方法・
施設・保管の基準作成と監視

●農業生産者のニーズにあった再生
製品を製造する

　再生製品の販売先を確保し、農業生産
者とパートナーシップを図る

●トレーサビリティの確立（生産者
の顔の見える農産物）

　農業生産者の生産技術と適正な再生製
品（堆肥・飼料）によって、安全安心
な農産物を提供してもらう

リサイクルループで生産した農作物を販売することを目的として
パートナーを探す
　再生利用事業者の製造する堆肥や飼料が、
　農業生産者の利用に適した品質かどうかを確認する。

再生製品（堆肥や飼料）を利用する農業者を探す
　地産地消を前提に、生産技術の高い農業者に主旨を理解してもらい、
　パートナーになってもらう。

●環境担当者の役割
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食品関連
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買う・食べる
●食品残さを排出する
●リサイクルしてつくった
　農畜産物を販売

再生利用製品（堆肥や飼料）を
使って農畜産物（野菜や果物、
豚肉など）をつくる

食品残さで堆肥や
飼料をつくる

消費者

食品循環資源を
排出する店舗

リサイクル農産物を
消費者に提供する

食品残さをリサイクルするためにパートナーを探す

生産された農作物を販売するために、社内で検討する
　販売計画を立てる前に、農作物の栽培履歴や品質が
　販売基準に達しているかどうかを確認する。

農業生産者と食品関連事業者がパートナーシップを図る
　販売計画に基づいて生産計画を検討して、購入契約を結ぶ。

食品関連事業者はリサイクル作物の特徴を
消費者へ充分にアピールする
　売り場にリサイクルループの主旨説明や生産者の紹介などを掲示し、
　「安全安心な農作物」であることを明示する。

●仕入担当者・販売担当者の役割

リサイクル農作物を販売

アイル・クリーンテック

静岡油化工業

富士川クリーン

中部有機リサイクル

堆肥化

堆肥化

堆肥化

飼料化

県名 リサイクルループ

いいだ有機

富山グリーンフードリサイクル

トスマク・アイ

福井環境事業

京都有機質資源

堆肥化

堆肥化

堆肥化

堆肥化

飼料化

県名 リサイクルループ

※2011年6月までに「再生利用事業計画」に認定された食品リサイクルループ→5件

●全国に拡大する食品リサイクルループ

■埼玉県

■静岡県

■山梨県

■愛知県・
　岐阜県

■長野県

■富山県

■石川県

■福井県

■京都府

　2009年に千葉県の店舗から排出
される食品残さ（野菜）を再生利
用事業者（ブライトピック：飼料化）
に搬入し、生産された豚を原料にプ
リマハムで肉惣菜を製造。これを
使って山崎製パンで作った惣菜パン
を関東地区の店舗で販売するリサイ
クルループを構築しました。このリサ
イクルループには、サークルKサンク
ス、ファミリーマートも参加し、コン
ビニエンスストアの売れ残りの惣菜
やパンを飼料の原料に使い、さらに
惣菜パンを販売しています。
●2011年…食品リサイクル法再生
利用事業計画認定（ユニーで4例目）

　2009年から愛知県の店舗から排出される食品残さを再生利用事業
者（中部有機リサイクル：飼料化）に搬入し、豚の飼料の原料としてい
ます。2010年にユニーのPBブランド豚の給餌試験を実施、豚の成育
状況や豚肉の品質が良好な結果を得、2011年からリサイクルループを
構築しました。さらに、環境省中部事務所の食品リサイクル推進事業
「中部地方における地域循環圏の構築に向けた検討会」に参加、岐阜
県多治見市との協議が成立し同市の店舗もループに加わりました。
●2011年…食品リサイクル法再生利用事業計画申請中

　2010年から京都府の店舗から排出される食品残さを再生利用事業
者（京都有機質資源:飼料化）に搬入し、鶏の飼料を製造して鳥取レ
イクファームで飼育している鶏に給餌し、鶏卵を店舗で販売するリサイ
クルループを構築しています。
●2011年…食品リサイクル法再生利用事業計画申請中

　ユニーは店舗を営業している各地域で食品リサイクル
ループを構築し、継続的に循環の環を回すことを目標と
しています。食品リサイクルループは、廃棄物を再生資
源化することだけではなく、消費者と農業者を結び地
産地消を実現する有効な手段でもあります。また、ト
レーサビリティが明確であることから、食の安全安心に
もつながります。そして、食品リサイクル法「再生利用
事業計画」を国に申請し、認定されることで、リサイク
ルループの有効性と法遵守を継続させていきます。
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リキッドフィーディングリサイクルシステム
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生 産
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（配合飼料原料）

エコフィード飼料で
養鶏

アピタ精華台店

京都有機質資源 油温減圧脱水方式
により飼料化

堆肥で栽培

生 産

製 造

食味テストを終えた
エコフィード飼料で
豚を飼育

店 舗

千葉県の店舗

商 品

惣菜パンを
関東圏内店舗で販売

プリマハムにより
食肉加工品を製造

パイプラインで
豚舎へ

ブライトピック千葉
溝原工場

液状になった食品残さを
安全・良質な基準で配合

山崎製パンにて
食肉加工品を使用し、
惣菜パンを製造
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